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SPACE  (SPace frame Analysis package for Civil Engineers, 
researchers and students)は、幾何学的非線形を考慮した弾塑性解析シ

ステムであり、スペースフレームの静的・動的解析を効率よく実行し、

また、その結果を処理し、グラフ、表、アニメーション等を用いて効果

的に各種の情報を提供するシステムです。 

SPACE は、名城大学理工学部建築学科村田研究室を中心に、多くの研

究者、企業の方々によって開発されたシステムであり、現在も、ボラン

ティアの SPACE 開発プロジェクトチームによって、研究・開発が続けら

れています。SPACE は、多くのモジュールが有機的に結合し、データを

共有することで構成されています。 

SPACE におけるデータは、非線形解析を前提としているため、複雑で

しかも設定項目も多く、多自由度の構造物では間違って設定される可能

性が高くなっています。このことが障害となり、気楽に利用できる状況

ではありませんでした。そこで、開発プロジェクトチームは２年前より

解析用プリプロセッサーであるモデラーの開発に着手したわけです。

我々にとって CAD の開発は初めてで、画面設計や複雑な開発工程、理解

し難いバグの発生など、困難と努力の日々が長く続くことになりました。

これらを乗り越え、漸くユーザーの皆様に公開できるまでになりました。 

SPACEのモデラーは、数値解析用プログラムとは異なり、SPACE開発プ

ロジェクトチームにとって未経験の技術を多く含んでおり、それらの知

識や技術の獲得に予想以上の期間を費やしてしまいました。例えば、材

料や断面形状などのデータベース化は、モデラー設計当初より計画して

おり、最終的にはACCESSを用いて実現されています。また、多くの数値

情報を検証するためには表形式が優れていることが分かり、ここでは

vsflexgridという市販のライブラリーを利用しています。さらに平面図、

立面図、透視図が連動して描画されるため、画面管理を特に注意して設

計し、また節点や部材が順次設定されるに従って必要となる構造体を、

自動的に増加させる手法や管理する手法を新たに開発しました。 

 複雑な構造物を認識するために、ワイヤフレームによる透視図に加え、

ソリッドモデルによる描画を新たに開発しました。この機能はモデラー

だけでなく静的・動的ソルバーに、またポストプロセッサーである静

的・動的プレゼンターにもこのソリッドモデル描画システムを組み込み、

振動解析結果をよりリアルな表現で提供できるようになりました。 

プリプロセッサー「モデラー」の開発について 
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 このように多くの技術に支えられ、モデラーは格段に使い易く、多く

のユーザーに利用して頂けるものと確信しています。特にモデラーがで

きたことで学部学生でも操作し易く、授業の演習や卒業研究で、SPACE

が大いに活用されることを期待しております。 

 今回、公開したモデラーは、現在基本的な解析モデルを設定できる程

度ですが、今後新たな開発を行い、建築構造デザインツールとなるよう

進化させたいと思っております。支援のほど宜しくお願い申し上げます。 

謝 辞 

SPACE システムは、多くの方々のご教授、ご支援によって、Ver.1.10

（モデラーは Ver.1.10）にバージョンアップされました。ここでは、お

名前を載せる事は控えさせて頂きますが、多数の先生方に深く感謝申し

上げます。 

現在までに、実際に SPACE システムの開発に関わった研究者は以下

のようです。多くの時間と努力を惜しみなく提供して頂いたことに深く

感謝申し上げます。 

名城大学理工学部建築学科村田研究室 

新帯晃聖（工学修士）平田誠（工学修士）柳本義彦（工学修士）

吉田篤生（工学修士）伊藤博基（工学修士）松本圭司（工学修士） 

山田昌昭（工学修士）小林慎也（工学修士）後藤則光（工学修士） 

伊藤浩之（工学修士）武田達也（工学修士） 

高橋健太郎、中尾将己（現在、修士課程） 

（株）飯島建築事務所 

   上村和男 

   長谷川泰稔 

   八谷達樹（工学修士） 

   八木茂治（工学博士） 

岐阜工業専門学校 

   柴田良一（工学博士） 
SPACE システムが多くの研究者や力学を学ぶ学生に利用され、有効か

つ有意義となることを期待しております。 

2006 年 6 月 1 日 

名城大学理工学部建築学科 

村田 賢（工学博士） 

（株）飯島建築事務所 

飯嶋俊比古（工学博士） 
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モデラーを公開して、早くも 1年、経過しました。漸くシステムのバ

ージョンアップに合わせて、モデラーも Ver.1.10 として公開に至りま

した。今回は、前バージョンで積み残した部分を開発し、さらに木質構

造の解析がより効率よく実施できるように改良が加えられています。モ

デラーの改良に合わせて、このマニュアル「SPACE モデラー使用編」

も加筆されています。十分に理解して御使用ください。 

今後も、バージョンアップを重ね、使い易いシステムに致したいと思

っています。 

 

 

2006 年 6 月 1 日 

名城大学理工学部建築学科 

村田 賢（工学博士） 

株）飯島建築事務所 

飯嶋俊比古（工学博士） 
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